
 

 

《液状化判定フロー》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 状 化 し や す さ マ ッ プ 

地形・地質による液状化危険度領域の判定 

●危険度 4：液状化の可能性が高い 

●危険度 3：液状化の可能性がある 

●危険度 2：液状化の可能性が低い 

●危険度 1：液状化の可能性が非常に低い 

●危険度 0：液状化判定対象外地形 

地形情報 

既往地形分類図 

古地形図 

空中写真 

地盤情報 

既往ボーリングデータ 

地形状況の整理 

①富山県内の地形的特徴。 

②旧河道の抽出。 

③最近の盛土造成地抽出。 

地盤の液状化 3条件 

①砂層を介在する(1m 以上)。 

②砂層は締め固まっていない。 

③地下水で満たされている。 

情報の組合せ 

地質専門家の地形・地質情報 

液状化履歴情報 

既往文献 

微地形区分図 

①液状化しやすい地形 

②液状化しにくい地形 

地盤状況の整理 

①各ボーリング地点の地質。 

②各ボーリング地点の地下水位。 

③PL値の計算※1。 

※1 :PL 値 
PL 値とは、深さ方向の液状化の

可能性を足し合わせた数値で、

PL 値が大きいほど液状化によ

る被害が大きくなるといわれ

ている。 

液状化履歴状況の整理 

富山県内の液状化履歴箇所 


